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近
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蔭
　
木
　
英
　
雄

　
謡
曲
で
は
『
翰
林
五
塵
集
』
（
以
下
『
五
鳳
集
』
と
略
記
）
の
成
立
の
事
情
を
考

え
て
、

　
　
『
五
鳳
集
』
は
、
後
陽
成
上
皇
の
御
遺
志
を
継
い
だ
後
水
尾
天
皇
が
、
天

　
　
下
を
保
ん
じ
社
稜
を
保
つ
為
、
ま
た
下
を
化
し
風
俗
を
移
す
為
に
、
舟
橋

　
　
秀
賢
・
土
御
門
泰
重
・
車
外
図
表
・
集
墨
守
藤
ら
百
僚
に
命
じ
て
、
文
字

　
　
を
離
れ
別
伝
を
立
て
る
捷
径
で
あ
る
禅
詩
、
具
体
的
に
は
、
中
古
以
来
今

　
　
人
に
至
る
ま
で
の
五
山
の
詩
を
釆
拝
せ
し
め
た
、
五
山
文
学
唯
一
の
勅
撰

　
　
詩
集
で
あ
る
。

と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
撰
者
の
一
人
と
し
て
舟
橋
秀
賢
を
推
定
し

て
、
彼
の
文
学
的
業
績
を
紹
介
し
て
お
い
た
。
今
回
は
ひ
き
続
い
て
、
他
の
撰

者
候
補
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
安
倍
氏
は
晴
明
か
ら
土
御
門
氏
を
名
乗
る
。
土
御
門
泰
重
が

土
御
門
三
重

　
　
　
　
　
　
　
『
五
鳳
集
』
撰
者
で
あ
る
と
い
う
直
接
的
証
拠
は
何
一
つ
な

い
。
た
だ
本
稿
執
筆
第
二
の
目
的
“
近
世
初
期
漢
文
学
概
観
”
を
兼
ね
て
、
状

況
証
拠
を
述
べ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
安
倍
氏
系
図
別
本
は
、
土
御
門
千
重
の
祖
父
有
脩
ま

で
し
か
記
載
し
て
い
な
い
。
こ
の
系
図
の
断
絶
は
、
有
脩
の
子
の
久
脩
が
関
白

豊
臣
秀
次
の
為
に
陰
陽
道
の
奉
仕
を
し
た
の
で
、
曲
豆
臣
秀
吉
の
怒
り
を
買
っ
て

尾
張
に
流
さ
れ
、
陰
陽
頭
が
閾
職
に
な
っ
た
事
と
関
連
が
あ
る
と
、
筆
者
は
推

察
し
て
い
る
。
『
公
卿
補
任
』
に
よ
っ
て
略
家
系
を
示
し
、
あ
お
せ
て
土
御
．
門
泰

重
の
官
歴
を
見
て
み
る
。

有
宣
　
　
有
春
　
　
有
脩
　
　
久
脩
　
　
泰
重
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羽
柴
秀
吉
が
太
政
大
臣
と
な
り
、
豊
臣
姓
を
名
乗
っ
た
天
正
十
四
年
（
↓
五
八
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六
）
の
年
、
正
月
八
日
誕
生
な
の
で
、
父
久
脩
が
尾
張
に
流
さ
れ
る
前
に
泰
重
は

生
れ
、
慶
長
八
年
三
月
一
日
、
元
服
し
て
蔵
人
と
な
っ
た
。

　
　
於
二
紫
震
殿
一
被
レ
行
二
天
某
地
府
祭
一
。
安
倍
久
脩
朝
臣
勤
二
仕
専
一
。
〈
『
両
局

　
　
注
進
記
』
慶
長
十
六
・
五
。
五
〉

と
あ
る
の
で
、
久
脩
は
秀
吉
の
死
後
帰
京
し
て
朝
廷
に
勤
仕
し
て
い
る
。
泰
重

も
元
和
改
元
の
日
時
の
勘
文
を
調
え
〈
慶
長
二
＋
・
五
・
廿
九
〉
、
徳
川
家
康
の
病

気
平
癒
祈
願
を
内
侍
所
で
行
う
日
時
を
勘
案
し
く
元
和
二
・
二
・
九
V
、
一
条
邸
立

門
の
日
時
の
相
談
に
あ
ず
か
る
〈
元
和
四
・
十
　
・
＋
七
〉
な
ど
、
陰
陽
家
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
元
和
三
年
正
月
五
日
に
正
五
昼
下
、
寛
永
三
年

十
一
月
十
九
日
に
左
兵
衛
佐
と
な
り
、
同
廿
一
年
十
二
月
十
二
日
に
は
左
兵
衛

督
、
慶
安
二
年
四
月
廿
一
日
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
、
寛
文
元
年
八
月
十
九
日
、

七
十
六
歳
で
亮
じ
た
。
元
和
元
年
か
ら
寛
永
十
九
年
ま
で
の
『
土
御
門
泰
重
卿

記
』
（
以
下
『
泰
重
記
』
と
略
記
）
を
遺
し
て
い
る
。

　
土
御
門
泰
重
が
上
陽
成
文
壇
で
活
躍
す
る
の
は
、
廿
六
歳
の
慶
長
十
六
年
ご

ろ
か
ら
で
、
鳳
城
聯
句
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る
時
期
か
ら
に
当
る
。
慶
長
十

六
年
五
月
四
日
の
院
御
所
聯
句
（
五
＋
韻
）
会
の
出
席
者
を
、
句
数
の
多
い
順
に

並
べ
て
み
る
。

　
　
後
陽
成
上
皇
1
7
　
古
澗
慈
童
1
4
　
剛
丁
令
柔
1
3
　
友
竹
紹
益
1
2
　
集
雲
守

　
　
藤
1
2
　
有
雅
元
贋
1
0
　
英
霊
景
洪
1
0
　
舟
橋
秀
賢
8
　
菊
丸
2
　
土
御
門

　
　
泰
重
2

五
山
文
学
僧
が
句
数
の
約
八
割
を
占
め
て
お
り
、
泰
平
は
最
少
の
二
句
で
あ
っ

た
。
彼
の
句
の
前
後
を
読
ん
で
『
鳳
城
聯
句
集
』
の
作
風
を
瞥
見
し
て
お
く
。

　
　
　
　
（
前
略
）

　
　
5
霞
奪
暮
山
心
元
贋
　
（
霞
は
暮
れ
な
ず
む
山
の
紫
色
を
見
え
な
く
し
）

　
　
6
雪
添
寒
月
光
御
製
　
（
雪
は
冬
の
月
光
を
あ
び
寒
々
と
し
て
い
る
）

　
　
7
景
従
江
上
湧
泰
重
　
（
日
は
大
川
の
上
に
湧
き
出
る
よ
う
に
昇
り
）

　
　
8
峯
自
霧
間
彰
集
雲
　
（
峰
が
霧
の
切
れ
め
か
ら
く
っ
き
り
現
わ
れ
る
）

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
4
7
鶴
按
寛
裳
舞
御
製
　
（
鶴
は
玄
宗
作
の
覧
裳
羽
衣
の
曲
を
舞
い
）

　
　
4
8
麟
呈
国
柄
詳
秀
賢
　
（
周
面
は
国
政
の
さ
い
わ
い
を
表
わ
す
）

　
　
4
9
風
高
卑
泰
華
菊
丸
　
（
風
儀
は
高
く
て
泰
山
華
山
で
も
見
お
ろ
し
）

　
　
5
0
朝
二
等
虞
唐
泰
重
　
（
朝
日
は
発
舜
の
世
と
ま
っ
た
く
同
じ
）

　
　
　
0
5
立
山
紫
1
1
王
勃
「
縢
王
閣
序
」
“
濠
水
尽
而
寒
潭
清
　
煙
光
臨
而
暮
山
紫
”

　
　
　
0
4
8
麟
1
1
聖
人
が
出
て
王
道
が
行
わ
れ
る
と
二
選
が
現
れ
る
と
い
う
。
　
0

　
　
　
4
9
卑
泰
華
一
『
漢
書
』
郊
客
僧
“
東
泰
山
卑
小
正
称
男
声
”
。
な
お
、
泰
重
と

　
　
　
菊
（
華
）
丸
の
名
を
も
じ
っ
て
い
る
。
　
0
5
0
虞
唐
1
1
発
は
陶
唐
画
。
舜
は
有
虞

　
　
　
氏
で
名
は
重
華
な
の
で
前
句
の
泰
華
に
つ
く
。

4
7
、
4
8
、
4
9
、
5
0
の
最
後
の
め
で
た
い
四
句
が
公
家
の
作
ぽ
か
り
な
の
は
偶
然

で
は
あ
る
ま
い
。
も
う
一
つ
、
慶
長
十
八
年
正
月
十
二
日
の
仙
洞
聯
句
会
を
見

て
み
よ
う
。
出
席
者
は
前
回
よ
り
三
人
多
く
、

　
　
後
陽
成
上
皇
1
3
　
集
雲
守
藤
1
1
　
玉
峰
光
和
1
1
　
玄
英
寿
洪
1
1
　
英
岳
景

　
　
洪
1
0
　
古
澗
慈
稽
1
0
　
友
竹
紹
益
9
　
智
仁
親
王
8
　
有
雅
元
廣
7
　
山

　
　
言
言
緒
3
　
土
御
門
泰
重
3
　
有
無
調
保
2
　
舟
橋
秀
賢
2

や
は
り
五
山
僧
の
句
が
圧
倒
的
に
多
い
。
今
回
は
泰
重
が
大
章
句
（
発
句
と
入
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蔭木英雄
韻
）
を
作
っ
て
い
る
。

　
　
－
鴬
向
風
神
詣
為
重
　
（
鴬
は
春
風
に
向
っ
て
さ
え
ず
り
）

　
　
2
寿
梅
請
薦
無
泰
重
　
（
梅
を
祝
っ
て
祈
る
こ
と
が
な
く
、
み
な
健
康
）

　
　
3
領
知
天
聖
至
八
重
　
（
鳳
は
聖
人
が
世
に
出
る
の
を
知
っ
て
飛
来
し
）

　
　
4
停
竹
現
詳
乎
八
久
奮
　
（
竹
に
と
ま
っ
て
い
る
が
盆
踊
を
現
す
の
だ
ろ
う
か
）

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
1
5
秋
心
理
豊
春
友
竹
　
（
秋
の
愁
い
は
白
絹
を
砧
打
つ
恐
れ
の
心
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

　
　
1
6
閨
夢
枕
歌
袋
三
重
　
（
ね
や
の
夢
か
ら
目
ざ
め
守
り
枕
か
ら
頭
を
上
げ
る
）

　
　
　
　
（
後
略
）

　
　
　
0
1
風
神
一
漢
語
な
ら
人
品
と
か
文
字
の
気
韻
の
意
。
こ
こ
は
和
語
の
風
の

　
　
　
神
（
漢
語
で
は
風
伯
と
い
う
）
の
意
に
用
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
　
0
2
請
疇

　
　
　
一
1
『
論
語
』
述
而
”
子
疾
病
、
筆
路
請
托
”
。
　
0
3
鳳
1
1
梧
桐
に
棲
み
竹
の

　
　
　
実
を
食
う
。
　
0
1
5
礎
1
1
音
は
チ
ン
。
砧
と
同
じ
。
き
ぬ
た
。
杜
甫
「
九
日
」

　
　
　
“
秋
砧
醒
却
聞
”
。

泰
重
の
第
二
句
の
寿
梅
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
筆
者
の
読
解
力
不
足
も

あ
る
が
、
聯
句
作
者
の
力
量
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。
凝
縮
性
、
典
拠
性
、

構
成
美
、
含
蓄
性
、
音
楽
性
な
ど
が
秀
句
の
条
件
だ
が
、
乱
丁
ら
の
句
は
そ
れ

ら
を
欠
く
。
友
竹
の
句
は
李
白
「
子
夜
古
歌
」
の
“
万
戸
梼
衣
声
（
つ
ま
り
砧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

音
）
秋
風
吹
不
尽
”
の
養
畜
の
心
を
も
と
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
五
字
の
構

成
が
整
っ
て
い
な
い
。
中
国
詩
の
世
界
よ
り
も
、

　
　
千
た
び
う
つ
礎
の
音
に
夢
さ
め
て
物
お
も
ふ
袖
の
露
ぞ
く
だ
く
る
（
新
古

　
　
今
集
　
式
子
内
親
王
）

と
い
う
和
歌
と
同
趣
の
句
で
、
泰
重
の
第
十
六
句
も
、

　
　
独
り
ね
の
夜
さ
む
に
な
れ
る
月
見
れ
ぽ
時
し
も
あ
れ
や
思
う
つ
声
（
新
勅

　
　
撰
集
　
後
京
極
前
太
政
大
臣
）

　
　
窓
あ
け
て
山
の
は
見
ゆ
る
閨
の
内
に
枕
そ
ば
だ
て
月
を
待
つ
か
な
（
玉

　
　
葉
集
　
信
実
朝
臣
）

な
ど
中
世
歌
人
の
延
長
線
上
の
作
で
あ
る
。
筆
者
は
い
ち
が
い
に
和
臭
を
排
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
和
語
的
な
漢
語
が
、
句
の
整
斉
美
を
損
っ
て
い
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
聯
句
会
と
共
に
和
漢
聯
句
会
が
盛
行
し
て
い
た
時
代
的
産
物
と

し
て
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
が
、
古
今
東
西
に
わ
た
っ
て
鑑
賞
に
堪
え
得
る
文
芸

的
作
品
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
土
御
門
泰
重
は
山
科
言
緒
と
共
に
上
皇
の
『
伊

勢
物
語
』
講
を
発
起
し
て
聴
聞
し
〈
『
言
緒
卿
記
』
慶
長
十
九
・
四
・
九
〉
、
さ
ら
に

『
源
氏
物
語
』
講
〈
『
泰
重
記
』
元
和
元
・
八
・
十
六
〉
、
『
詠
歌
大
概
』
講
〈
『
中
院

通
村
日
記
』
『
泰
重
記
』
元
和
二
・
三
・
十
八
〉
を
聴
い
た
り
す
る
日
々
を
送
っ
て

い
る
の
で
、
前
述
の
如
き
弊
に
陥
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

　
泰
重
は
単
に
後
嗣
成
上
皇
の
日
本
古
典
講
義
を
拝
聴
し
、
聯
句
の
座
に
列
す

「
る
だ
け
で
な
く
、
直
接
に
上
皇
の
文
学
的
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

『
泰
重
記
』
か
ら
摘
記
す
る
と
、

　
　
四
月
二
日
の
漢
和
の
下
稽
古
と
仰
せ
ら
れ
、
漢
和
百
句
を
御
興
行
。
漢
は

　
　
予
（
泰
重
）
、
山
科
言
緒
、
清
寿
、
太
上
天
皇
な
り
〈
元
和
元
・
三
・
廿
七
〉
。

　
　
予
、
言
緒
、
清
寿
、
上
皇
の
四
更
点
取
り
御
聯
句
。
点
は
藤
長
老
（
集
雲
守

　
　
藤
）
な
り
〈
同
年
・
九
・
四
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
御
点
取
聯
句
四
吟
。
上
皇
と
言
緒
と
囲
棋
二
盤
成
さ
る
く
同
年
・
十
・
八
V
。

2
1
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点
の
第
一
は
太
上
天
皇
、
次
に
予
、
次
に
清
寿
、
次
に
山
科
な
り
（
中
略
）
惣
じ

　
　
て
太
上
天
皇
に
次
で
は
予
な
り
く
同
年
・
十
・
十
九
V
。

　
　
昨
日
の
聯
句
再
々
巡
、
今
朝
仙
洞
へ
持
参
し
候
。
予
の
心
次
第
書
き
付
て

　
　
進
上
申
す
べ
き
由
仰
せ
な
り
〈
元
和
三
・
正
・
廿
一
〉
。

上
皇
と
共
に
漢
和
聯
句
会
の
内
々
の
下
稽
古
を
し
た
り
、
山
科
言
緒
、
清
寿
を

交
え
て
点
取
四
吟
に
興
じ
た
り
し
て
、
「
上
皇
の
次
に
坐
れ
て
い
る
の
は
自
分

だ
」
と
自
負
し
て
い
る
。
文
字
通
り
君
臣
唱
和
の
間
柄
で
あ
っ
た
。

　
　
愚
詠
十
首
、
仙
洞
へ
御
意
を
得
候
。
御
詞
を
加
え
て
下
さ
れ
候
。
毎
度
悉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お

　
　
な
き
事
な
り
。
愚
詠
の
わ
き
に
は
御
直
し
こ
れ
無
く
、
別
紙
に
青
墨
よ
ろ

　
　
ず
仰
せ
聞
か
せ
ら
れ
候
〈
元
和
三
・
三
・
二
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

　
　
院
御
所
様
に
予
の
歌
十
首
上
り
申
し
候
。
即
ち
御
直
し
成
さ
れ
候
て
下
さ

　
　
れ
候
。
毎
度
有
難
き
事
に
候
〈
同
年
・
四
・
四
〉
。

と
、
千
重
は
和
歌
の
添
削
や
批
評
を
上
皇
か
ら
頂
戴
し
て
い
る
。
後
談
成
上
皇

が
『
五
鳳
集
』
撰
集
を
企
図
さ
れ
る
に
際
し
、
漢
句
の
常
連
で
寵
臣
で
あ
る
土

御
門
泰
重
を
、
撰
者
の
一
人
に
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
と
言
え

る
。
上
皇
が
亡
く
な
ら
れ
た
あ
と
、

　
　
一
条
殿
懐
旧
聯
句
御
座
候
。
殊
更
予
大
章
句
を
申
し
上
げ
て
候
。
仙
洞
の

　
　
御
弔
の
心
に
候
。

　
　
　
仙
素
面
留
洞
　
（
上
皇
は
仙
人
と
な
っ
て
み
ま
か
り
給
い
、
空
し
く
御
所
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
が
残
る
。
）

　
　
　
凍
鴬
長
齢
暗
　
（
冬
の
鴬
の
如
き
私
は
、
あ
と
を
お
慕
い
し
て
泣
く
）

　
　
一
条
殿
は
御
句
を
予
に
談
合
成
さ
れ
候
〈
元
和
四
・
十
二
・
二
〉
。

と
大
章
句
（
発
句
と
入
韻
）
を
作
っ
て
、
後
蚊
成
上
皇
を
追
慕
す
る
軽
重
で
あ
っ

た
。　

次
に
、
父
院
の
御
遺
志
を
つ
い
で
『
五
鳳
集
』
を
完
成
さ
せ
た
（
と
筆
者
が
仮

定
す
る
）
後
水
尾
天
皇
と
土
御
門
泰
重
と
の
関
係
に
目
を
向
け
て
み
る
。
泰
重
は

仙
洞
聯
句
会
と
並
行
し
て
禁
中
の
聯
句
会
に
仕
候
し
、
上
皇
崩
御
の
後
は
天
皇

の
句
会
に
、
上
皇
と
同
様
に
近
侍
し
て
い
る
。
『
言
蝉
吟
記
』
に
よ
る
と
、
慶
長

十
八
・
十
一
・
廿
五
や
同
十
九
・
二
・
廿
六
日
の
禁
中
和
漢
聯
句
会
に
は
執
筆

を
勤
め
、
後
老
の
会
に
は
中
院
通
村
（
廿
七
歳
）
柳
原
業
光
（
廿
歳
）
山
科
言
緒

（
廿
六
歳
）
土
御
門
泰
重
（
廿
九
歳
）
が
漢
心
で
あ
っ
た
が
、
『
事
象
卿
記
』
に
、

　
　
禁
中
御
会
。
和
漢
若
衆
各
伺
候
（
傍
点
筆
者
）
。

と
あ
り
、
十
九
歳
の
後
水
尾
天
皇
の
詩
壇
の
人
々
を
、
六
十
三
歳
の
西
洞
院
時

慶
は
「
若
衆
」
と
呼
ん
で
い
る
。
前
号
（
相
愛
大
学
研
究
論
集
第
四
巻
。
十
二
頁
）

で
も
述
べ
た
が
、
も
う
少
し
元
和
四
年
の
句
会
の
風
景
を
点
描
し
て
み
よ
う
。

　
　
九
月
廿
六
日
。
夜
予
参
候
す
れ
ぽ
御
前
に
召
さ
る
。
御
章
句
は
大
章
句
な

　
　
り
。
遊
ぽ
さ
る
。
予
の
対
仕
る
べ
く
候
由
勅
命
な
り
。
其
の
夜
は
成
し
能

　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

　
　
お
ず
。
私
宅
よ
り
上
り
申
し
候
。
御
点
取
り
の
由
仰
せ
な
り
。
御
句
は
、

　
　
　
気
候
不
斉
雪
　
（
気
候
不
順
で
雪
が
降
る
の
で
）

　
　
　
折
花
忽
報
春
　
（
花
を
折
っ
て
春
の
到
来
を
知
ら
せ
る
）

天
皇
の
大
章
句
に
泰
重
は
そ
の
場
で
対
句
を
作
る
こ
と
が
出
来
ず
、
自
邸
で
考

え
て
か
ら
奉
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

　
　
十
一
月
廿
日
。
禁
中
よ
り
漢
和
一
巡
下
さ
れ
候
。
則
ち
八
句
目
な
り
。
書

　
　
き
付
け
て
上
り
申
し
候
。
滑
合
御
座
候
ゆ
え
、
画
筆
を
以
て
御
書
き
付
け
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蔭木英雄
　
　
下
さ
れ
候
。
中
務
と
遊
ば
さ
れ
候
。
則
ち
頂
戴
す
。
有
難
き
事
な
り
。

「
後
陽
成
上
皇
の
次
に
秀
れ
て
い
る
の
は
自
分
だ
」
と
自
負
し
て
い
た
泰
重
も
、

即
座
に
対
句
が
作
れ
な
か
っ
た
り
、
漢
和
法
式
に
合
わ
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
土
御
門
泰
重
は
禁
中
・
仙
洞
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
公
家
邸
や
禅
院
で
の
詩

二
会
・
和
漢
聯
句
会
に
出
席
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
　
白
河
伯
少
将
顕
愚
盲
和
漢
点
取
会
〈
慶
長
十
九
・
四
・
三
〉
。
南
禅
寺
月
次
詩

　
　
聯
会
く
元
和
二
・
正
・
十
九
。
同
年
四
・
十
六
。
十
】
・
二
V
。
近
衛
信
尋
邸
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
　
和
聯
句
会
〈
元
和
四
・
＋
・
＋
〉
。
烏
丸
光
賢
李
詩
歌
会
〈
元
和
四
・
＋
・
廿
九
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　
　
相
国
寺
漢
和
聯
句
会
。
三
宮
和
漢
聯
句
会
隠
密
会
〈
元
和
六
・
四
・
十
三
〉
。

　
　
竹
内
刑
部
少
輔
孝
治
邸
和
漢
聯
句
会
〈
元
和
七
・
五
・
十
四
〉
。
綾
小
路
高
有

　
　
邸
和
漢
聯
句
会
〈
元
和
七
・
七
・
十
〉
。

等
で
あ
る
。
就
中
一
条
邸
に
頻
繁
に
訪
れ
て
い
る
。

　
　
一
条
殿
漢
和
御
興
行
前
に
内
稽
古
成
さ
れ
る
べ
く
心
止
、
予
に
「
章
句
申

　
　
上
げ
候
へ
」
と
仰
せ
ら
れ
候
故
、
“
華
院
誘
成
箏
”
と
書
き
付
け
進
上
申
し

　
　
候
く
元
和
二
・
五
・
十
一
V
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
五
月
廿
八
日
に
催
さ
れ
る
漢
和
の
稽
古
に
参
加
し
、

　
　
一
条
殿
（
兼
退
）
聯
句
御
会
に
伺
公
致
し
候
（
中
略
）
。
皆
初
心
の
衆
な
り
。

　
　
予
と
桂
山
の
両
人
、
初
心
の
衆
を
指
南
申
し
候
〈
元
和
四
・
七
・
五
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
一
条
殿
御
句
を
予
に
御
談
合
。
常
の
事
な
り
。
〈
元
和
七
・
六
・
十
一
〉
。

後
水
尾
天
皇
の
第
九
宮
と
し
て
生
れ
た
兼
遽
は
、
一
条
内
基
の
養
嗣
子
と
な
り
、

元
和
七
年
は
十
七
歳
で
、
三
十
六
歳
の
泰
重
が
常
に
聯
句
の
指
導
を
し
て
い
た
。

　
　
一
条
殿
に
て
『
錦
誘
段
』
を
読
み
申
し
候
〈
元
和
五
・
二
・
十
〉
。

と
、と

い
う
よ
う
に
、

応
長
、

尾
詩
壇
の
公
家
衆
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

重
の
句
を
も
後
水
尾
天
皇
は
悪
筆
で
御
訂
正
に
な
っ
て
、

し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五
山
僧
天
隠
龍
沢
撰
の
『
錦
繍
段
』
を
講
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

御
聯
句
御
会
有
り
。
証
言
に
相
終
る
。
予
手
前
、
橋
本
、
花
山
院
宰
相
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
　
く
た
び
れ

将
の
三
人
の
句
を
代
り
乾
て
ま
い
ら
せ
候
。
予
事
の
外
草
臥
し
な
り
〈
元
和

七
・
七
・
⊥
］
一
＞
Q

日
の
出
よ
り
以
前
に
早
掘
。
今
日
の
御
連
衆
は
廿
人
な
り
（
中
略
）
。
西
坊

城
、
平
松
等
は
予
が
行
き
廻
り
、
句
を
合
力
申
し
候
。
花
山
院
宰
相
殿
も

御
頼
み
候
故
、
助
言
申
し
候
（
中
略
）
。
兵
事
の
外
草
臥
、
早
々
に
退
出
申

し
候
〈
元
和
七
・
十
・
六
〉
。

　
　
　
　
　
一
条
兼
遽
だ
け
で
な
く
橋
本
実
村
、
花
山
院
扇
頭
、
西
坊
城

　
平
村
時
下
ら
の
句
作
も
助
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
土
御
門
血
肥
が
後
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
壇
の
頂
点
に
位
置
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と
き
お
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
へ
　
　
　
　
ひ
と
し
お

　
　
　
　
　
　
「
丑
刻
、
山
科
宰
相
言
緒
卿
卒
す
。
朋
友
の
故
一
入
周
章
せ
り

山
科
言
緒

　
　
　
　
　
　
（
取
り
乱
し
た
）
」
と
土
御
門
泰
重
が
記
す
山
科
言
意
も
、
『
五
鳳

集
』
撰
者
に
擬
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
人
物
で
あ
る
。
山
科
家
は
冷
泉
か
ら

分
れ
、
代
々
の
当
主
は
楽
所
別
当
に
逃
せ
ら
れ
管
絃
を
家
職
と
す
る
家
柄
で
あ

り
、
ま
た
、
内
蔵
頭
就
任
と
と
も
に
、
朝
廷
御
匙
進
納
を
重
要
な
任
務
と
し
て

お
り
、
御
番
所
支
配
は
室
町
幕
府
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
て
来
た
。
由
緒
も
、

　
　
院
御
所
様
へ
年
々
の
如
く
御
鳥
帽
子
を
進
上
致
す
。
「
も
ろ
ひ
た
ひ
」
に
て
　
3
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
候
。
高
倉
右
衛
門
佐
（
永
慶
）
仙
洞
に
「
か
た
ひ
た
ひ
」
の
由
申
し
上
げ
ら



『翰林五種集』について

　
　
る
〈
慶
長
十
九
・
十
二
・
廿
七
〉
。

と
『
言
緒
焼
亡
』
に
記
し
て
お
り
、
徳
川
家
康
か
ら
も
正
月
曲
用
衣
服
の
調
整

を
依
頼
さ
れ
て
い
る
〈
元
和
元
・
九
・
十
六
〉
。
家
系
は
、

　
　
言
継
一
言
経
一
言
緒
－
言
総

　
　
　
　
　
　
　
＝

冷
泉
三
三
蔽
満

で
、
二
字
名
の
下
は
代
々
糸
へ
ん
で
あ
る
。

　
山
科
言
緒
は
天
正
五
年
二
月
廿
一
日
生
れ
な
の
で
、
土
御
門
導
音
よ
り
九
歳

上
で
あ
る
。
父
の
言
経
は
こ
の
年
の
正
月
五
日
、
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
、

天
正
五
年
は
山
科
家
に
め
で
た
い
春
を
齎
し
た
。
し
か
し
天
正
十
三
年
六
月
廿

四
日
、
言
経
は
正
親
町
天
皇
の
勅
勘
を
被
り
、
夫
人
の
弟
の
冷
泉
小
満
ら
と
共

に
出
京
し
、
堺
・
大
阪
で
町
医
と
し
て
貧
窮
生
活
を
送
っ
た
。
西
梅
津
の
知
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

地
に
関
し
、
天
皇
の
御
不
興
を
か
っ
た
の
が
原
因
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
九
歳
の

言
緒
も
父
に
従
い
、
慶
長
三
年
十
一
月
に
赦
さ
れ
る
ま
で
苦
労
を
重
ね
た
。

　
慶
長
四
年
十
二
月
十
五
日
、
内
蔵
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
あ
と
は
、
山
科
言
緒
の

官
位
は
順
調
に
進
み
、
元
和
三
年
正
月
五
日
従
三
位
、
元
和
五
年
七
月
十
三
日

参
議
と
な
り
、
六
年
二
月
廿
五
日
、
四
十
四
歳
の
肚
年
で
亮
じ
た
。
従
っ
て
彼

の
公
家
世
界
で
の
活
躍
は
二
十
二
年
間
だ
っ
た
。

　
　
（
後
釜
成
天
皇
）
番
所
へ
出
御
、
御
聯
句
こ
れ
有
り
。
執
筆
は
言
緒
な
り
〈
慶

　
　
長
九
・
正
・
廿
九
〉
。

　
　
南
禅
寺
総
量
院
（
梅
醤
元
沖
）
は
（
舟
橋
秀
賢
邸
に
）
扇
屋
せ
ず
。
漢
衆
無
き

　
　
に
よ
り
俄
か
に
申
し
来
る
間
同
心
し
重
ん
ぬ
（
中
略
）
。
執
筆
言
緒
く
慶
長

　
　
九
・
十
・
廿
九
V
。

と
『
言
経
卿
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
初
め
の
頃
は
父
に
伴
な
わ
れ
て
聯
句

　
　
つ
ら
な

の
席
に
列
つ
た
。
評
言
経
は
北
野
社
法
楽
に
和
漢
聯
句
独
吟
を
奉
納
す
る
ほ
ど

の
文
人
で
あ
っ
た
。

　
慶
長
十
六
年
二
月
十
七
日
に
言
経
が
亮
じ
、
後
水
尾
天
皇
が
同
じ
年
の
三
月

十
七
日
に
践
酢
さ
れ
て
か
ら
、
山
科
言
緒
は
一
そ
う
後
陽
成
院
に
親
近
し
て
仕

え
た
。
た
だ
『
五
鳳
集
』
の
成
る
三
年
前
に
亮
じ
た
の
で
、
最
後
ま
で
撰
集
の

任
を
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
が
、
筆
者
は
彼
を
『
臆
想
集
』
撰
者
の
一

人
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
舟
橋
秀
賢
、
土
御
門
泰
重
、
山
科
言
緒
の
三
人
を
『
五
鳳
集
』
を
編

ん
だ
“
百
僚
”
の
候
補
老
と
し
て
述
べ
て
み
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
中
院
通
村

や
柳
原
里
心
等
を
考
察
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
等
は
漢

文
学
史
料
に
登
場
す
る
回
数
は
少
く
、
本
稿
の
叙
述
も
マ
ン
ネ
リ
に
陥
る
の
で

割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
五
山
僧
の
中
か
ら
『
五
鳳
集
』
撰
者
を
推
定
す
る
と
な
る
と
、
候
補
者
が
多

く
て
ま
こ
と
に
難
か
し
い
。
序
・
駿
の
作
老
の
以
心
崇
伝
と
剛
帯
芝
柔
、
『
古
文

真
宝
』
を
講
じ
た
月
渓
聖
澄
、
屡
々
仙
洞
聯
句
に
点
を
付
け
『
仙
洞
三
千
句
序
』

を
書
い
た
集
雲
守
藤
、
『
錦
繍
段
』
を
進
講
し
鳳
城
聯
句
会
常
連
で
あ
っ
た
梅
印

元
沖
、
智
仁
親
王
に
親
し
く
仕
え
た
所
叔
顕
曄
、
舟
橋
秀
賢
の
弟
で
聯
句
会
常

連
の
有
雅
元
廣
、
そ
の
他
、
古
澗
慈
稽
、
友
竹
紹
益
、
玉
峰
光
燐
、
有
節
瑞
保
、

英
岳
至
重
、
そ
し
て
『
五
鳳
集
』
を
清
書
し
た
三
十
一
人
の
僧
達
な
ど
、
誰
を
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蔭木英雄
撰
者
に
擬
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
し
ぼ
ら
く
、
桃
山
時
代
以
降
の
五
山
文
学
末
期

末
期
の
五
山
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
状
況
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
『
鹿
苑
日
録
』
〈
文
禄

元
・
十
二
・
三
七
V
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
　
殿
下
（
豊
臣
秀
次
）
よ
り
召
さ
れ
、
即
ち
御
前
に
侍
す
れ
ば
、
台
命
に
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
五
岳
の
文
字
凋
落
し
嘆
き
有
り
。
再
び
旧
観
に
復
し
、
叢
社
を
春
台
（
盛

　
　
　
　
　
　
　
か
え

　
　
ん
な
時
代
）
に
回
さ
る
る
を
望
む
云
々
」
と
。
抵
覆
し
て
曰
く
、
「
尤
も
可
な

　
　
り
」
。
殿
下
曰
く
、
「
月
次
聯
井
に
詩
会
を
鹿
苑
院
に
於
て
一
会
、
東
福
南
昌

　
　
院
に
於
て
一
会
、
両
便
隔
月
に
商
い
勤
む
べ
し
。
」

と
、
関
白
豊
臣
秀
次
は
五
山
文
学
を
再
興
す
る
為
に
、
相
国
寺
鹿
苑
院
と
東
福

寺
南
昌
院
で
隔
月
に
月
次
詩
聯
会
を
開
催
す
べ
き
事
を
、
鹿
苑
僧
録
の
有
節
瑞

保
に
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
経
済
的
援
助
と
し
て
、
一
会
に
つ
き
五
石
を
支
給

す
る
事
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
関
白
秀
次
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
ず

　
　
累
年
五
岳
の
衆
は
詩
文
を
学
ば
ず
、
徒
ら
に
光
陰
を
送
る
は
曲
事
な
り
。

　
　
以
往
に
於
て
は
、
学
問
勤
め
し
衆
を
ぽ
小
寺
領
よ
り
不
学
の
衆
の
大
寺
領

　
　
に
引
き
替
え
遣
す
べ
し
。

と
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
有
節
和
尚
は
前
田
玄
以
邸
に
趣
い
て
評
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
結
果
、
台
命
を
五
ヶ
条
に
ま
と
め
た
。
立
身
出
世
と
財
政
的
援
助
を
餌
に

再
興
さ
れ
る
文
学
の
質
が
、
ど
う
い
う
方
向
を
辿
る
か
は
目
に
見
え
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
豊
臣
秀
頼
の
大
阪
城
が
陥
落
し
た
年
、
所
叔
顕
曄
は
次
の
よ
う
に
『
鹿
苑
日

録
』
に
記
し
て
い
る
。

　
　
斎
後
登
城
す
れ
ぽ
五
岳
法
度
を
仰
せ
出
さ
る
。
七
ヶ
条
こ
れ
在
り
。
そ
の

　
　
中
に
、
「
蔭
涼
・
鹿
苑
は
前
代
の
規
範
な
り
。
殿
卜
し
了
ん
ぬ
云
々
」
と
。

　
　
時
な
る
哉
、
命
な
る
哉
。
無
徳
の
禿
漢
、
此
の
末
運
に
際
し
住
院
の
任
（
鹿

　
　
苑
院
主
）
に
当
る
。
漸
悦
々
々
〈
元
和
元
・
七
・
廿
五
〉
。

と
鹿
苑
僧
録
・
蔭
言
職
の
終
焉
を
嘆
い
た
翌
日
に
は
、

　
　
南
禅
寺
金
地
院
に
到
り
、
昨
日
相
公
よ
り
碩
学
料
を
賜
わ
り
し
礼
を
伸
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ
う
と

　
　
碩
学
衆
｝
列
に
銀
子
二
十
枚
を
出
呈
す
。
旺
野
き
哉
、
叢
林
規
矩
の
衰
廃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
典
□
（
章
ヵ
）
地
に
委
つ
。
嘆
く
べ
し
嘆
く
べ
し
。

折
叔
和
尚
の
嘆
き
は
、
鹿
苑
院
主
即
ち
鹿
苑
僧
録
の
自
分
が
、
金
地
院
主
以
心

事
伝
の
権
力
の
前
に
屈
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
屈
辱
、
碩
学
科
（
学
問
奨
励
金
）

を
受
け
ね
ぽ
な
ら
な
い
五
山
文
学
の
衰
退
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
少
し
元

和
元
年
前
後
の
五
山
文
学
事
情
を
列
記
し
て
お
く
。

　
　
慶
長
十
九
・
五
・
十
一
　
徳
川
秀
忠
は
五
山
僧
を
召
し
、
即
席
に
詩
を
与
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
。

　
　
同
　
　
　
　
八
・
十
四
　
江
戸
幕
府
は
林
羅
山
及
び
五
山
僧
を
集
め
て
「
方
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
鐘
銘
」
を
批
判
せ
し
む
。

　
　
同
　
　
　
　
九
・
某
　
　
後
陽
成
上
皇
は
「
仙
洞
三
千
句
序
」
を
旗
雲
守
藤
に
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
む
。

　
　
同
　
　
　
　
十
・
十
四
　
徳
川
家
康
は
以
心
感
冒
及
び
林
羅
山
に
命
じ
て
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
僧
十
員
に
古
記
録
を
謄
写
せ
し
む
。

　
　
元
和
元
・
三
・
九
　
　
　
徳
川
家
康
は
五
山
の
学
僧
を
試
思
す
。
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『翰林五鳳集』について

同同君同

七
・
廿
五

八
二
二

十
・
十
四

十
一
・
四

こ
れ
ら
の
推
移
を
見
る
と
き
、

交
わ
り
、
他
面
、
幕
府
の
管
理
体
制
の
中
に
徐
々
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
分
る
。
か
く
て
、
中
世
文
学
の
一
で
あ
る
五
山
文
学
の
下
限
を
、
元
和
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

に
置
い
た
筆
者
の
考
え
は
確
信
に
近
い
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
趨
勢

で
あ
っ
た
の
で
、
後
陽
成
・
後
水
尾
両
帝
は
一
そ
う
五
山
文
学
を
慕
わ
れ
て
、

一
つ
の
区
切
り
と
し
て
『
五
鳳
集
』
撰
集
を
思
い
つ
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
さ
ら
に
推
測
を
広
げ
る
と
、
管
理
体
制
か
ら
の
観
念
的
脱
出
と
し
て
、
『
山

　
　
　
　
ほ
　

林
風
月
露
』
が
『
五
鳳
集
』
と
同
時
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

幕
府
は
五
山
十
刹
諸
山
諸
法
度
を
発
布
。

古
澗
慈
稽
は
「
仙
洞
三
千
句
践
」
を
携
え
て
有
節
瑞
保
を

訪
れ
る
。

方
広
寺
鐘
銘
事
件
に
よ
り
文
英
清
逮
捕
わ
る
。

禁
中
に
在
っ
た
文
英
清
韓
所
有
の
『
四
海
入
海
』
『
帳
中

砥
』
等
の
典
籍
を
幕
府
が
押
収
。

　
　
五
山
文
学
は
一
面
で
は
宮
廷
・
公
家
と
密
接
に

　
　
　
　
　
　
『
五
聖
集
』
序
文
を
執
筆
し
た
以
落
首
伝
（
一
五
六
九
～
一
六
一
二

以
心
崇
伝

　
　
　
　
　
　
三
）
は
、
黒
衣
の
宰
相
と
し
て
江
戸
幕
府
政
治
に
深
く
参
与
し

た
。
序
文
の
中
で
、

　
　
聖
代
祇
今
、
征
夷
将
軍
関
よ
り
起
っ
て
朝
に
入
り
、
嗣
子
相
い
継
ぎ
て
相

　
　
印
を
侃
び
第
三
員
に
列
す
。
共
に
其
の
後
に
拝
す
雨
量
、
各
一
名
戴
を
九

　
　
天
に
展
べ
、
徳
輝
を
千
偲
に
覧
る
。
帝
畿
の
重
ん
な
る
こ
と
滋
の
日
に
し

　
　
く
は
無
し
。

と
徳
川
将
軍
を
祝
福
す
る
の
は
、
幕
政
に
密
着
す
る
以
心
と
し
て
は
当
然
の
文

章
で
あ
る
。

　
　
臣
僧
、
幕
府
に
追
陪
し
て
朝
忽
暮
闇
、
閑
暇
有
る
こ
と
無
く
、
因
循
に
し

　
　
て
日
を
送
る
。
（
『
五
鳳
集
』
序
文
製
作
遅
延
の
）
怠
慢
の
罪
逃
る
る
処
無
し
。

と
記
す
よ
う
に
繁
忙
だ
っ
た
の
で
、
彼
を
『
五
鳳
集
』
撰
者
に
擬
す
る
に
は
些

か
躊
躇
す
る
が
、
有
力
候
補
者
の
一
人
目
は
間
違
い
な
い
。
本
稿
で
は
以
心
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

伝
の
政
治
活
動
は
割
愛
し
、
先
学
が
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
詩
や
聯
句
に
つ
い

て
略
述
す
る
。

　
　
使
僧
曰
く
、
「
以
心
は
来
る
廿
日
遷
弄
す
。
然
れ
ば
殿
下
（
豊
臣
秀
次
）
よ

　
　
り
仰
せ
出
さ
る
る
月
次
聯
句
（
前
頁
上
段
参
照
）
一
巡
こ
れ
有
る
べ
き
や
否

　
　
や
」
〈
『
鹿
苑
日
録
』
文
禄
二
・
正
・
二
〉

と
、
以
心
血
伝
は
豊
臣
政
権
下
の
月
次
聯
句
会
の
列
席
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
南

禅
寺
帰
雲
院
の
詩
会
に
も
出
て
い
る
。
『
慶
長
日
件
録
』
を
潜
く
と
、
慶
長
十
一

年
十
一
月
遅
八
日
の
陽
明
殿
下
邸
和
漢
会
で
、
「
か
す
み
つ
つ
橋
の
行
衛
の
明
渡

り
」
の
玄
仲
の
第
五
句
に
、
以
心
和
尚
は
「
隔
江
舟
送
迎
」
と
付
け
、
慶
長
十

二
年
九
月
十
八
日
置
禁
中
和
漢
会
で
は
、
広
橋
兼
勝
の
第
八
句
「
村
よ
り
村
に

つ
づ
く
苗
代
」
に
、
「
声
々
蛙
互
答
」
と
付
け
て
い
る
。
『
御
陽
殿
上
日
記
』
〈
慶

長
十
三
・
五
・
廿
八
〉
は
、

　
　
由
れ
ん
く
あ
り
。
御
人
し
ゅ
藤
ち
ゃ
う
ら
う
（
集
雲
守
防
）
、
て
ん
ち
ゃ
う

　
　
ら
う
（
以
心
耳
伝
）
。

と
記
し
、
土
御
門
荘
重
は
、

　
　
御
聯
句
御
会
今
日
興
行
な
り
。
早
天
伺
公
申
し
候
。
は
や
伝
長
老
伺
公
な
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蔭木英雄
　
　
り
（
中
略
）
。
伝
長
老
の
章
句
佳
な
り
〈
元
和
七
・
八
・
四
〉
。

と
書
い
て
い
て
、
以
心
崇
伝
は
後
陽
成
・
後
水
尾
両
帝
や
近
衛
信
尋
の
聯
句
会

に
よ
く
出
席
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
『
五
鳳
集
』
に
は
、
巻
五
の
「
讐
花

細
雨
」
を
は
じ
め
三
十
一
首
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
東
福
寺
南
昌
院
の
月
次
詩

　
（
1
4
）

聯
会
に
於
け
る
一
首
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
月
夜
型
押

　
　
早
言
春
晴
鵤
喚
名
　
一
声
彷
彿
野
阜
声
　
空
山
老
樹
不
知
暗
　
篤
学
浮
雲

　
　
添
月
明

　
　
　
（
月
光
が
風
と
共
に
晴
れ
て
時
鳥
は
名
を
よ
び
か
わ
し
　
　
＝
戸
の
鳴
声
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

　
　
　
さ
な
が
ら
千
声
を
聞
く
よ
う
だ
　
　
人
気
の
な
い
山
の
老
木
は
（
月
光
に
照

　
　
　
ら
さ
れ
て
）
闇
を
知
ら
ず
　
　
雲
を
破
る
鳴
声
は
月
明
と
共
に
心
に
し
み
る
）

ど
の
句
も
『
新
古
今
回
』
の
歌
を
想
起
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
起
句
1
1
卯
の
花
の
垣
根
な
ら
ね
ど
郭
公
月
の
桂
の
か
げ
に
鳴
く
な
り
（
新

　
　
　
　
　
古
今
二
〇
〇
）

　
　
承
句
1
1
時
鳥
一
声
鳴
き
て
往
ぬ
る
夜
は
い
か
で
か
人
の
い
を
や
す
く
寝
る

　
　
　
　
　
（
新
古
今
一
九
五
）

　
　
転
句
一
1
お
の
が
妻
恋
ひ
つ
つ
鳴
く
や
五
月
や
み
神
南
備
山
の
山
郭
公
（
新

　
　
　
　
　
古
今
一
九
四
）

　
　
結
句
1
1
わ
が
心
い
か
に
せ
よ
と
て
郭
公
雲
間
の
月
の
影
に
鳴
く
ら
む
（
新

　
　
　
　
　
古
今
二
一
〇
）

今
の
と
こ
ろ
、
以
心
崇
伝
が
新
古
今
集
を
学
ん
だ
形
跡
は
見
ら
れ
ぬ
が
、
知
ら

ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
時
代
の
潮
流
に
沿
い
、
二
↓
頁
上
段
の
友
竹
と
土
御
門
泰

重
の
聯
句

る
。

（
1
5
と
1
6
）
と
同
様
に
、
中
世
歌
風
の
詩
を
吟
じ
た
も
の
と
思
わ
れ27

　
　
　
　
　
　
剛
外
画
柔
（
？
～
一
六
二
七
）
は
『
五
与
野
』
修
文
を
製
し
、
廿

剛
外
一
三

　
　
　
　
　
　
四
首
入
集
し
て
い
る
こ
と
は
以
心
言
伝
と
同
じ
条
件
で
あ
る

が
、
幕
政
に
は
殆
ん
ど
参
与
せ
ず
、
そ
の
反
面
、
仙
洞
御
所
・
禁
中
の
詩
聯
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

会
に
出
席
す
る
こ
と
が
多
く
、
『
五
鳳
集
』
第
十
九
巻
を
謄
写
し
て
い
る
の
で
、

以
心
崇
伝
よ
り
も
剛
外
の
方
が
『
五
鳳
集
』
を
撰
ん
だ
可
能
性
は
強
い
。
彼
が

　
　
　
　
じ
ゅ
え
ん

東
福
寺
に
入
院
し
た
時
、
雲
喬
低
音
は
「
住
東
福
同
門
疏
」
に
、

　
　
軽
率
家
法
　
胎
西
湖
林
氏
孫

と
書
き
、
話
法
餌
鳥
は
「
住
東
福
山
門
疏
」
に
、

　
　
愛
西
湖
梅
峨
一
聯
句
　
挙
北
岳
軽
挙
九
州
声

と
製
作
し
た
。
こ
れ
は
剛
外
令
柔
が
林
浄
因
の
子
孫
と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
林
浄
因
は
、
宋
の
詩
人
で
梅
妻
鶴
子
と
呼
ば
れ
た
林
通
の
子
孫
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
林
通
…
…
林
導
因
－
林
宗
二
…
…
剛
条
令
柔

林
浄
因
は
、
在
元
四
十
五
年
に
及
ん
だ
龍
山
徳
見
（
一
二
八
四
～
＝
二
五
八
）
が

帰
国
の
時
に
随
従
し
て
来
朝
し
、
生
計
の
為
に
日
本
で
饅
頭
屋
を
は
じ
め
、
子

孫
に
は
剛
外
和
尚
の
他
に
、
文
林
寿
郁
・
悦
二
曲
念
・
梅
仙
東
通
・
利
峰
東
鋭

ら
の
禅
僧
が
い
る
。
奈
良
出
身
の
剛
外
令
柔
は
別
称
を
孤
山
と
称
し
て
い
た
。

孤
山
は
杭
州
西
湖
の
中
の
山
で
、
林
通
（
字
は
和
靖
）
が
隠
棲
し
た
所
で
あ
る
。

法
系
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
代
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
虎
関
師
錬
　
　
言
泉
令
埣
…
…
…
汝
源
令
見
　
　
剛
外
令
柔



『翰林五鳳集』について

で
あ
る
。
『
鹿
苑
日
録
』
に

　
　
五
岳
詩
聯
之
会
如
恒
。
題
鳳
骨
格
京
師
（
中
略
）
恵
日
剛
外
去
秋
在
国
干
西

　
　
皇
宮
〈
文
禄
三
・
正
・
廿
五
〉
。

　
　
舜
闘
茶
重
日
、
「
於
恵
日
不
二
天
喜
発
言
西
庵
。
自
薩
州
良
否
言
句
」
〈
慶
長

　
　
十
四
・
九
・
晦
〉
。

と
あ
る
の
で
、
た
び
た
び
薩
摩
に
下
向
し
て
い
た
ら
し
く
、
又
、
慶
長
七
年
二

月
十
九
日
の
『
鹿
苑
日
録
』
は
、
彼
が
既
に
京
の
万
寿
寺
に
住
し
て
い
た
事
を

示
す
。
慶
長
十
四
年
八
月
廿
八
日
東
福
寺
公
帖
を
受
け
、
寛
永
二
年
五
月
一
日

南
禅
寺
入
院
、
同
四
年
八
月
七
日
示
寂
し
た
。
業
陰
玄
召
の
偶
は
、

　
　
提
起
龍
泉
三
千
尺
　
生
機
密
法
安
商
量
　
還
郷
↓
曲
東
山
月
　
鉄
倣
心
肝

　
　
誰
不
傷

で
あ
っ
た
。

　
剛
外
令
柔
の
文
学
活
動
は
、
豊
臣
秀
次
奨
励
の
五
山
月
次
聯
句
会
か
ら
顕
著

に
な
る
。
即
ち
『
鹿
苑
日
録
』
裏
文
書
に
、
文
面
二
年
正
月
五
日
付
の
民
法
（
民

部
卿
法
印
の
前
田
玄
以
）
「
月
次
聯
句
出
座
衆
」
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
柔
首
座
の

名
が
十
六
人
の
一
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
五
岳
聯
会
如
恒
。
辞
退
衆
（
中
略
）
剛
外
（
文
緑
二
・
十
二
・
廿
五
〉
。

　
　
五
岳
詩
聯
会
（
中
略
）
恵
日
剛
外
自
去
秋
在
国
干
西
州
也
〈
文
緑
三
・
正
・

　
　
廿
五
〉
。

　
　
詩
二
会
如
恒
。
辞
退
衆
（
中
略
）
恵
日
柔
首
座
也
〈
団
団
三
・
二
・
廿
五
〉
。

九
州
に
下
っ
た
時
は
欠
席
し
た
が
、
若
輩
衆
な
が
ら
五
山
月
次
聯
句
会
の
常
連

で
あ
り
、
東
堂
と
な
っ
て
か
ら
は
、
後
陽
成
上
皇
の
鳳
城
聯
句
会
、
後
水
尾
天

皇
の
禁
中
聯
句
会
、
近
衛
信
尋
邸
詩
歌
会
に
屡
々
出
席
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
さ
き
に
、
慮
外
和
尚
の
作
品
が
十
四
首
『
五
鳳
輿
』
に
入
集
し
て
い

る
事
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
総
て
は
、
「
読
東
回
上
元
試
飲
詩
」
（
巻
一
）
「
春
夜

歩
月
」
（
巻
二
）
「
鳥
声
惜
春
」
（
巻
三
）
な
ど
題
詩
で
、
述
懐
や
応
酬
詩
は
一
首
も

な
い
。
同
じ
題
で
常
に
十
四
、
五
人
の
五
山
僧
の
作
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る

　
〔
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

の
で
、
五
山
月
次
聯
句
詩
会
の
作
品
が
大
部
分
で
あ
ろ
う
。
巻
二
の
「
春
夜
歩

月
」
の
題
の
下
に
は
“
於
南
昌
盛
”
、
巻
三
の
「
黄
鶴
語
太
平
」
の
下
に
は
“
文

緑
二
巳
正
月
廿
五
日
、
秀
次
公
始
五
岳
詩
聯
句
於
南
昌
院
”
、
巻
十
四
の
「
又
（
月

夜
聴
鵠
）
」
の
下
に
は
、
”
五
月
十
五
日
半
南
上
院
”
と
細
字
で
記
し
て
い
る
の
が
、

前
述
の
推
論
の
根
拠
で
あ
る
。
こ
こ
で
筆
者
は
、
本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
『
五

鳳
集
』
成
立
事
情
の
仮
説
に
、
も
う
一
言
付
加
し
た
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

後
陽
成
天
皇
の
五
山
詩
勅
撰
の
御
意
図
は
、
豊
臣
秀
次
の
影
響
も
多
少
は
受
け

て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
　
　
と
。

　
又
も
や
制
限
紙
数
と
な
っ
た
。
『
五
染
革
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
号
に
譲
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

注
（
1
）
　
『
慶
長
日
件
録
』
〈
慶
長
七
・
二
・
二
V
の
禁
中
聯
句
会
で
も
、
後
陽
成
天
皇

　
　
は
第
五
句
で
”
砧
幽
紅
雲
驚
”
と
作
ら
れ
、
『
五
鳳
集
』
巻
二
十
に
は
「
月
夜
聞

　
　
砧
」
「
里
三
衣
」
「
聞
三
衣
」
な
ど
の
作
が
あ
り
、
「
砧
声
三
秋
」
と
題
し
て
、
有

　
　
節
、
集
雲
ら
十
人
の
五
山
僧
の
七
言
絶
句
が
収
め
ら
れ
、
当
時
よ
く
詠
ま
れ
た
詩
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蔭木英雄
　
　
材
で
あ
る
。

（
2
）
　
当
時
、
公
家
衆
で
は
囲
碁
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
『
慶
長
日
筆
録
』
〈
慶
長
八
・
四
・

　
　
十
五
〉
な
ど
は
、
そ
の
状
況
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

（
3
）
　
白
楽
天
「
春
題
華
陽
観
」
に
“
空
留
仙
洞
号
華
陽
”
と
あ
る
に
拠
る
。
陽
は
後

　
　
陽
成
上
皇
を
連
想
さ
せ
る
。
訳
文
は
筆
者
の
も
の
。

（
4
）
　
土
御
門
泰
重
は
こ
の
日
、
「
講
師
予
に
是
非
と
も
所
望
候
故
、
よ
み
あ
げ
仕
り

　
　
候
。
当
座
の
短
策
ば
か
り
な
り
。
詩
を
よ
む
人
無
か
り
し
故
、
無
理
に
所
望
に
逢

　
　
い
申
し
候
」
と
講
師
を
つ
と
め
て
い
る
。
な
お
当
日
の
詩
人
に
町
人
亡
羊
（
三
宅

　
　
寄
斎
）
と
そ
の
徒
弟
が
参
加
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
三
宅
寄
斎
は
『
中
院

　
　
通
村
日
記
』
〈
元
和
二
・
三
・
晦
V
に
よ
る
と
、
近
衛
邸
和
漢
聯
句
会
で
、
泰
重

　
　
が
入
韻
を
作
る
予
定
だ
っ
た
が
、
所
労
に
よ
り
欠
席
し
た
の
で
、
三
十
七
歳
の
彼

　
　
が
代
り
に
招
か
れ
て
い
る
。
元
和
三
・
十
・
廿
六
も
近
衛
信
尋
邸
詩
歌
会
に
出
席

　
　
〈
『
鹿
苑
日
録
』
〉
。
三
宅
亡
羊
は
泉
州
堺
の
人
で
、
藤
原
怪
窩
と
も
親
交
が
あ
り
、

　
　
後
陽
成
・
後
水
尾
の
内
旨
に
よ
り
、
便
殿
で
経
を
講
じ
た
と
い
う
。

（
5
）
　
当
日
の
『
泰
重
記
』
に
「
終
日
振
舞
い
（
ご
馳
走
）
あ
り
。
申
刻
雨
降
る
。
予

　
　
清
涼
殿
の
耳
掃
除
失
念
、
迷
惑
申
し
候
」
と
あ
り
、
自
分
の
務
め
の
清
涼
殿
掃
除

　
　
を
忘
れ
て
い
る
。
ま
じ
め
な
宮
廷
人
で
は
な
か
っ
た
か
P

（
6
）
　
こ
の
日
の
昼
、
土
御
門
丁
重
は
禁
中
か
ら
も
召
さ
れ
、
一
条
邸
か
ら
参
内
出
来

　
　
ぬ
こ
と
を
申
し
た
が
出
れ
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
参
内
し
て
五
山
僧
の
有
節
瑞
保
ら

　
　
と
面
冠
句
を
詠
ん
で
、
再
び
引
返
し
て
一
条
邸
に
参
上
し
た
。

（
7
）
　
今
谷
明
『
言
継
卿
記
－
公
家
社
会
と
町
衆
文
化
の
接
点
1
』
三
一
四
頁
以
下
。

（
8
）
　
文
緑
二
・
七
・
十
五
の
『
鹿
苑
日
録
』
に
は
「
赴
鹿
苑
祝
聖
（
中
略
）
。
此
外

　
　
大
衆
一
人
無
帽
。
吾
山
之
凋
落
可
嘆
上
々
天
哉
早
々
」
と
あ
り
、
文
学
の
み
な
ら

　
　
ず
、
禅
林
の
重
要
な
儀
式
の
祝
聖
に
衆
僧
は
参
加
せ
ず
、
寺
院
の
役
僧
だ
け
の
形

　
．
骸
的
な
法
儀
と
な
り
、
当
事
者
の
僧
録
す
ら
「
天
な
る
か
な
」
と
嘆
い
て
い
る
。

（
9
）
　
『
東
福
寺
誌
』
七
八
一
頁
参
照
。

（
1
0
）
　
し
か
し
豊
臣
秀
次
は
聚
楽
城
に
出
頭
し
た
有
節
瑞
保
に
、
「
去
冬
、
月
次
聯
句

　
　
の
人
衆
書
耳
管
は
悉
く
出
座
せ
し
む
べ
し
と
難
も
、
若
輩
衆
が
諸
老
の
力
を
借
り

　
　
て
章
句
対
句
仕
る
べ
く
ん
ぽ
、
甚
だ
然
る
べ
か
ら
ず
。
所
詮
自
己
の
胸
襟
よ
り
句

　
　
を
流
出
す
る
徒
こ
そ
聯
句
席
に
出
頭
せ
し
む
べ
し
」
〈
『
鹿
苑
日
録
』
文
緑
二
・
正
・

　
　
四
〉
と
命
じ
て
五
山
月
次
聯
句
会
の
質
的
向
上
に
意
欲
を
示
す
。

（
1
1
）
　
拙
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
一
〇
頁
、
及
び
本
論
集
第
四
巻
九
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
盤
外
令
柔
の
『
五
鳳
集
』
賊
に
「
日
東
の
上
皇
、
聡
明
文
思
（
中
略
）
一
朝
、

　
　
百
僚
を
し
て
、
古
来
五
官
諸
彦
、
虎
関
・
心
底
・
空
華
・
畦
倉
・
惟
肖
・
村
庵
・

　
　
江
西
・
瑞
岩
以
下
今
日
に
泊
ぶ
詩
を
輯
録
せ
し
む
。
以
て
六
十
四
巻
と
為
す
（
中

　
　
略
）
聖
徳
今
や
凡
鳥
に
及
び
万
人
遽
か
に
仰
ぐ
。
未
載
の
山
林
風
月
集
は
三
冊
、

　
　
始
め
て
五
岳
の
外
に
又
他
山
の
佳
作
有
る
を
知
る
。
集
大
成
し
て
六
十
七
巻
と
為

　
　
す
也
」
。
と
あ
る
。
「
五
号
の
外
」
と
い
っ
て
も
、
大
徳
寺
派
の
↓
休
宗
純
と
、
妙

　
　
心
寺
派
の
鉄
山
宗
鈍
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
『
山
林
風
月
集
』
は
稿
を
改
め
て
紹

　
　
介
し
考
察
し
て
み
た
い
。

（
1
3
）
　
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
之
研
究
』
続
編
な
ど
。

（
1
4
）
　
『
鹿
苑
日
録
』
〈
文
墨
三
・
五
・
廿
五
〉
に
、
「
廿
五
日
。
聯
会
辞
退
衆
惟
杏
、

　
　
月
渓
、
三
舟
也
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
月
次
会
の
記
録
で
あ
ろ
う
。

（
1
5
）
　
『
五
時
集
』
巻
十
九
の
巻
末
に
「
辱
く
も
論
命
を
奉
じ
、
老
眼
を
摩
呈
し
、
古

　
　
来
の
五
寸
諸
彦
の
詩
選
一
冊
子
を
謄
さ
し
む
。
仮
植
字
々
罫
書
濫
真
な
り
。
元
和

　
　
第
八
画
集
壬
上
平
月
中
院
（
十
二
月
中
旬
）
恵
嬌
（
東
福
寺
）
比
丘
剛
外
客
令
柔

　
　
謹
書
判
」
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
巻
十
九
に
は
「
秋
日
脚
韻
」
と
題
す
る
彼
自
身

　
　
の
作
も
あ
る
。

（
1
6
）
　
林
宗
二
（
一
四
九
八
～
一
五
八
一
）
は
牡
丹
花
肖
相
よ
り
『
古
今
集
』
の
奈
良

　
　
伝
授
を
受
け
、
『
源
氏
物
語
累
積
抄
』
な
ど
の
著
が
あ
る
。

（
1
7
）
　
剛
雨
避
柔
と
同
じ
題
で
作
詩
し
て
い
る
五
山
僧
は
古
澗
慈
稽
2
3
、
梅
心
正
悟

　
　
2
3
、
月
渓
聖
澄
2
3
、
集
雲
守
藤
2
2
、
導
音
元
沖
2
0
、
三
章
令
彰
2
0
、
有
節
瑞
保
1
9
、
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以
心
崇
伝
1
8
、
清
叔
寿
泉
1
8
、
惟
杏
永
哲
1
5
、
玄
圃
霊
三
1
4
、
英
甫
永
雄
1
2
西
笑

承
党
1
1
、
熈
春
龍
喜
9
、
梅
谷
元
保
4
の
十
五
人
で
あ
る
。
数
字
は
作
品
数
で
、

ぼ
ら
つ
き
が
あ
る
の
は
欠
席
し
た
為
で
あ
る
。
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